
松本 つや子さん（清水）
（写真前列中央）

2月 10 日（月）、当町は和歌山弁護士会と「災害発生時における法律相
談業務等に関する協定」を締結しました。本協定は、有田川町で災害が発
生した際、町が法律相談会を開催する場合に和歌山弁護士会から弁護士を
派遣いただき、被災者の民事紛争解決に対する支援活動を迅速かつ円滑に
実施するためのものです。

川口 花代さん（金屋）
（写真前列中央）

（写真＝和歌山弁護士会 廣谷行敏会長（右）と中山町長（左））

1 月 30 日（木）、吉備庁舎にぶどう山椒生産者・地元関係者を招き、「ぶ
どう山椒の発祥地を未来につなぐプロジェクト」活動報告会を開催しました。
このプロジェクトは、ぶどう山椒の産地と消費地をつなぐことを目的とし、

龍谷大学経営学部藤岡ゼミがぶどう山椒生産者など地元関係者の協力を得て
取り組んでいるものです。
同ゼミはぶどう山椒の市場調査・企業提案などを実施し、現在全国に販路

を持つ企業が商品化を前向きに検討していること、農業などに関するプレゼ
ンテーション大会 ｢アグリカルチャーコンペティション 2019｣ に同ゼミが
初出場し活動内容を発表したところ、初出場にしてブロック優勝したことな
どを報告。生産者はじめ関係者からは、さらなる展開を期待する声が寄せら
れました。同プロジェクトは来年度も引き続き取り組む予定です。

そして 1月 24日（金）にはぶどう山椒生産者を中心に約 70人の来場者
を迎え、清水文化センターで「第 2回ぶどう山椒の生態研究　成果報告会」
を開催しました。報告は平成 29 年度（2017 年度）から研究に取り組む、
有田中央高等学校の仲里長浩教諭と、同校農業クラブの上久保翔斗さん・
小澤庄吾さん・酒井寛知さん・林浩大さんが行い、防草シートを活用した
幼木の生育特性、気象環境と生育の関係性などの研究成果を報告しました。

活動報告会を行った
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